











































































































ササカワ日本語教育センター 7名 約1200字 約30字






































設問：項目 平均値 標準偏差 回答者数
八姫本語を習うために漢字は必要である 4．31 0．95 115
B．漢字を学習するのは薗白い 3．35 1．24 116
C漢字を学習するのは難しい 3．65 1．02 113
一　　一
c．漢字は体系的に学べる 3．68 1．15 114
R漢字を学習するのは割きだ 3．69 1．11 115
E漢字を学習するには蒔間がかかる 塵．07 0．82 110
α今までの成績で満足できる 3．58 1．18 92









設問項罠 はい 時々 　　、｢いえ． 合計（人）
1．線がたくさんあって複雑である 48（42．11）64（56．14） 2（1．75） 114
2．書くとき筆順を忘れる 27（23．48）69（60．00）三9（16．52） 115




6．～部分だけ覚えて他は書けない 15（15．3三） 48（48．98）35（35．71） 98
7．熟語の字の順序を取り違えて書く 13（13．13）47（47．47）39（39．39） 99
8．書いた漢字が正しいか自信がない 21（21．00）62（62．00）王7（17．00） 100
9．ひらがなだけで書く 54（55．10）36（36．73） 8（8．16） 98
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設問項目
???? ????
図1　教育機三三における漢字学習情意的側面
???? ??????
強してから，大学に入り，さらに勉強を続ける。従って，学習レベル別に考えても，高等教育機
関の学習者のほうが中等教育の学習者に比べてレベルが比較的高いのは当然である。そして，本
調査で対象となった一般教育機関の学習者も「上級クラス」の学習者であり，中等教育機関の学
習者よりレベルが高い。ここで，それぞれの教育機関における漢字学習レベルでいうと，中級レ
ベルの学習者（一般教育機関と高等教育機関）のほうが初級レベルの学習者（中等教育機関）に
比べ，一一・ee的に漢字学習に対してよい印象を持っていることがわかる。従って，漢字学習を続け
ていくにつれて，漢字学習の面白さ「B．漢字を学習するのは藤白いj，学習意欲　「E．漢字を
学習するのは好きだ」，体系的学習「D．漢字は体系的に学べる」や慮学虜習の意識「H．漢字
は自分で学習できる」などの漢字学習情意的側面が高まっていくことがわかる。
　書き方における困難点についてカイ自乗検定を行った結果，「2．書くとき筆順を忘れる」（X2
（4）＝　14．99，p＜．01），「6．一部分だけ覚えて他は書けない」（X2（4）＝・　14．37，　p＜．01），及び
「8．書いた漢字が正しいか自信がない」（X2（4）・14．01，　p＜．01）において有意な偏りがみら
れた（表5）。項目6と項目8において有意な差が見られたのは，中等教育機関での回答者数が
少ないということも考えられる。カイ自乗検定で有意な差が出た項目2について検討した結果，
筆順を忘れる問題は初級レベル（中等教育機関）の問題ではなく中級レベル（高等教育機関や一
般教育機関）の問題であるようだ。漢字を書くときの難しさに関する自由記述欄では，筆順の難
しさに関して学習者が以下のように言及している。「筆順に注意して書こうとすると漢字の書き
方が覚えられない（一般教育機関の学習者2名と高等教育機関の学雷撃3名）」，「複雑な漢字を
書くときは筆順に注意しないで書いたほうがよい（高等教育機関の学習者5名，一般教育機関の
学習者1名）」。以上のことからもわかるように，特に中級レベル（高等教育機関や一般教育機
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関）においては，筆順をそれほど厳密には考えていないようである。高等教育機関での教師のイ
ンタビューでは，r週例テストで学習者がしばしば根本的な筆順の間違いを起こす。右から左，
下から上へと逆方向に書く学習者も少なくない。ゆえに，形として認識できない字が多く見られ
る」という意見も示された。このことから，漢字学習が始まる前に漢字の視覚的処理における
「漢字の形」を理解させる簡単なテストを行い，初級レベルの学習者から漢字の「見方」を教え
ることは重要であると思われる。
　画数の多い複雑な漢字を黒板に提示し，学習者の感覚により分類させる練習や，漢字表から同
表5　教育機関別の書き方における困難点のカイ自乗検定の結果
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じ漢字を識別させる方法などが，自学自習力の養成のためにも役立つと思われる。また，「6。一
部分だけ覚えて他は書けない」に対する回答を考察すると，部分的な記憶の欠落が多いと感じて
いる学習者の大部分が中等教育機関の学習者であることがわかる。初級レベル（中等教育機関）
では漢字を基礎的なものに分解し，組み立てるような練習や学習後詑憶されにくいパターン認識
を定着させる必要があると思われる。さらに，「8．書いた漢字が正しいか自信がない」では，中
等教育機関の学習者に「はい」が一番多く見られた理由もこれらの学習者の多くが，漢字という
文字は習得しにくい文字だ（中等教育機関の学習者4名）という信念を持ち，初級レベルから自
信を喪失してしまうためと考えられる。
　読み方における困難点についてカイ肉乗検定を行った結果，項H5（X2（4）＝13．95，　p＜．01）
及び項目9（X2（4）・9．89，　p＜．05）において教育機関の問の偏りが有意であった（表6）。
　「5．特劉な読み方は知らないので困る」に対しては，中等教育機関の学習者が一般教育機関よ
表6　教育機関別の読み方における困難点のカイ自乗検定の結果
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り難しさを感じていることがわかる。また，高等教育機関でrいいえ」と答えた者は一人もおら
ず，特別な読み方は高等教育機関での学習者にとっても難しいと認識されていることが明確にな
った。中等や高等教育機関では教科書以外の教材はあまり使えないと答えた教師の話などから，
これらの学習者が特別な読み方がよく出てくる生教材などを読むため苦労していることがわかっ
た。また，「9．長文が読めなくて途中であきらめる」に関して，中等教育機関の学習者は，他教
育機関より「長文読み」の難しさを感じていることもわかる。中等教育機関での語彙力はまだ不
充分なので，文章を読むときに新しい漢字や語彙が出てきて，読み活動が円滑に行われないのは
当然である。さらに，学習者の漢字教育環境を考えると，教科書以外の日本語の教材を手に入れ
る機会はわずかであり，語彙の増やしようがないといえるだろう。
5．まとめと今後の課題
　以上，漢字学習環境に恵まれていない海外でのβ本語学習者の漢字学習意識についてスリラン
カでの学習者を取り上げて検討した。その結＝果，次の4点が明らかになった。（1）豊田（1995）が国
内で実施した調査と比較するとスリランカの学習者は日本の学習者とは違い，全般的に自学自習
意識が欠けていることが分かる。（2）既習漢字数が増えるにつれて学習意識が良い方向に移行する
よりも嗣難性を感じるようになるといった結果も新矢（1998）とは対照的である。（3）この調査か
ら，教室場面のみの限定された語彙の中で漢字を習得しているスリランカの学習者にとって漢字
というのは面白く，日本語を学習するにあたっての動機付けとなっていることが分かる。（4）同時
に漢字学習に対して困難を感じている者も少なくないということが明らかになった。とりわけ，
「漢字の字形の複雑性」及び「多様な読み方」は，学年や教育機関に関係なく，もっとも難しい
とされる特性であることが明確になった。
　スリランカの学習者の漢字学習に対する意識が積極的であることから学習レディネスはできて
いると思われる。しかし，漢字の読み・書き学習に困難をかなり感じていることから，その文字
体系に由来する負担は大きいと思われる。筆者は，非漢字圏の学習者の多くが使用している表音
文字の処理過程が表語文字である漢字とは違うことが負担を大きくする主な理幽であると考え
る。今後，この調査結果を認知心理学的観点から検：討するとともに，どうずれば漢字学習環境を
豊かにできるかについて工夫していかなければならないと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　スリランカのシンハラ民族（総人日に占める出合74％〉が話す言語。公用語の中の一つ。シン
　ハラ語の文字は16字の母音字と24字の子音字の計40宇。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
阿久津智・清水蕎合・加納千恵子・谷部弘子・石井恵理子（1992）「中級漢字指導法一漢字圏・非漢
　字圏学生に対する指導の違いを中心に一」窪平成4年度日本語教育学会秋季大会予稿翠蓋7　一12，
　日本語教育学会
76
飯田恵己子・平塚潔・前鑓綱紀・百瀬侑子（1991）「日本語教師ネットワーーク作りへの提言一1989
年度海外日本語教師短期研修の反省と考察を通して」『B本語国際センター紀要函1，1－5，鴎際
　交流基金
鷹田敏子（1984）「躍際化のなかで漢字とは」海保博之編『漢字を科学する」155－190，有斐閣
大北葉子（1995）「漢字学習ストラテジーと学生の漢字学習に対する信念」ζ世界のH；本語教育』
　5，105－124，国際交流基金
大北葉子（1997）「漢字学習ストラテジー使用頻度及び漢字学習信念と漢字学習成果」il平成9年度日
　本語教育学会春季大会予稿集遇219一・224，日本語教育学会
加納千恵子（1997a）「初中級学習者に対する漢字鮨導の一試案一補講漢字クラスにおける授業報告」
　隊波大学留学生センター日本語教育論集還12，139－153，筑波大学留学生教育センター
加納千恵子（1997b）「非漢字圏学習者の漢字力と学習過程」『日本語教育論文集一小出詞子先生退職
　記念露257－268，凡人社
倉八順子（1992）「日本語学習者の動機に関する調査一動機と文化的背景の関連」『日本語教育還
　77，129－141，撲本語教育学会
薪矢麻紀子（1998）「学習者の情意的側面と入門期の漢字教育」『平成10年度日本語教育学会秋季大会
　予稿集」153－158，E本語教育学会
豊田悦子（1995）「漢字学習に対する学習者の意識」『H本語教育』85，101－113，臼本語教育学会
　　（投稿受理臼：2005年郭月7日）
（最終原稿受理日：2006年3月16臼）
ガヤトゥリ　ハットトワーガマゲ
　　ウーmンゴン大学人文学部専任講師
　　Woliongong，　NSW，　2522，　AUSTRAL！A
　　gayathri＠uow．edu．au
77
／aPanese　Linguistics　2e（October，　2006）　67－78 ｛Report］
Percep誼0簸s　o餌蹴瑠翻eaτ簸量pm悪　by　non－Rm纏ve
Eearners　efJmpamaese　as　a　forefign　fianguageg
　　　　　　　　　　　　　　　　　Data　from　Sri　imkan　learners
Gayathri　HATHTHOTUVVA－GAMAGE
　　　　University　ef　Wollongong，　Australia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywords
learners　fro無non－hα艇ガbackgroun（is，　ka履がIearning　at丘加des，　affec廿ve　factors，　d廷且cu1亘es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs廿act
　　　’lhe　present　study　examines　the　ahitudes　of　learning　kanji　outside　Japan　based　on　the　data
frem　Sri　Lankan　learners　of　Japanese．　’I　his　study　also　provides　empirical　evidence　concerning
perceived　difficuhies　of　reading　and　writing　leanii　by　these　learners．　This　was　examined　by　a
questionnaire，　which　was　analyzed　in　terms　of　learners　and　institution．　’lhe　questionnaire　reveaied
that　tlie　rnajority　of　learners　had　positive　attitttdes　for・learning　kanji　However，　they　lacked　the
motivation　for　independent，　seif－directed　learning．　Learners　in　private　institutions　were　signbicantiy
more　enthusiastic　in　learning　kanii　tihan　learners　of　secondary　or　tertiary　institutions．　’IThe　results
also　revealed　that　positive　attitudes　towards　kanii　gradually　reduced　with　the　increase　in　number　of
kanii　being　learnt．　Differences　in　attitudes　towards　learning　kanji　outside　Japan　were　identilied
suggesting　that　there　are　importmt　cognitive　aspects　te　learning　kanii　among　non－native　learners
of　Japanese．
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